
漠然としていた目標が
明確なものになった
造形短期大学部での出会い

　当初、他の大学への進学を考えていましたが、特定の分野を
目指していたわけではなく、ぼんやりと「美術系の勉強をしたい」
と思っていました。そんな頃、造形短期大学部の説明会で、興味
がある授業を自由に体験できる独自のカリキュラムについて知り、
そこに惹かれて進学を決めました。
　高校ではデッサンをはじめ、アート関係を幅広く学びましたが、
大学ではこれまで学べなかった科目に挑戦しようと、織や染色、パ
ターンメイキングなど、「ファッション・テキスタイル」の科目を選択。
こつこつと作業を進めるにつれ、少しずつ形になっていく様に心
躍らされ、また自身も少しずつ技術が上達していく実感を得られ、
達成感を味わえる楽しい日々 を過ごすことができました。
　卒業研究は、織を選びました。平織の布で名刺入れや判子入
れを制作。造形短期大学部での学生生活は、毎日が発見の連
続。とても色鮮やかで、たくさんの色が混ざり合った2年間でした。
そんな私が過ごした貴重な時間を織で表現できればと考え、将
来の目標は「織り子」です。1年次は漠然と思っていたことが大学
での学びを経て、今では「日本の伝統を受け継ぎ、後世に遺した
い」と覚悟できるほどになりました。さまざまな授業での体験を通し
て、明確な目標をもつことができた私。造形短期大学部に入学し
て本当に良かったなと感じています。

　幼い頃から家具の設計図を眺めては完成品を想像した
り、趣味でユニット折り紙をつくったり、ものづくりに興味を抱い
ていました。造形短期大学部は、オープンキャンパスで見た工
房の立派な設備に魅力を感じ、進学することを決めました。
　1年次は、建築系を数多く選択。大好きな設計図を見ては
ワクワクする日々 でしたが、製図がとても苦手で…。思い描い
た自分と少し違うなと。そんな時、「陶芸」と出会ったんです。
家具は設計図のもと、数ミリのズレなく仕上げます。一方、陶
芸は大まかな設計図でよく、ズレは時に作品の味わいになりま
す。その感覚が私にはすごく合っていると気づきました。土の
形状が力加減により繊細に変化する面白さ、素材の触感の
心地よさ。私はすっかり陶芸の世界へ引き込まれました。2年
次には、先輩に頼まれて灰皿を制作。非喫煙者の私は、使い
勝手を考えるのもひと苦労でしたが、リサーチと実証を重ね、
喜んでもらえるものに仕上げられたと感じています。
　卒業後は、研究生としてもう1年、陶芸と向き合います。スラ
ンプの際、知り合いの陶芸家に「スランプは誰にでもある。もう
少し頑張ってみたら」と背中を押されたことがきっかけです。こ
の先もずっと陶芸の技術と知識を学び、多くの人に喜んでもら
える作品を作り続けたいと思います。
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Textile

●テキスタイルデザイン基礎  「藍染」

●陶芸B（大物） 「壷」

●自主制作 「バッグ」

●陶芸B（大物） 「傘立て」

●織A・織B  「マフラー」

●織B  「テーブルセンター」

ファッション・テキスタイル系 陶芸系
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